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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン
（米ドル投資型） 

 

愛称：東京ウェイ 

 
 

第６期（決算日：2020年１月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 東京関連オープン

（米ドル投資型）」は、去る１月15日に第６期の決算

を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／資産複合 

信託期間 2024年１月15日まで（2014年１月17日設定） 

運用方針 

東京関連マザーファンド受益証券への投資を
通じて、わが国の株式および不動産投資信託
証券を実質的な主要投資対象とし、主として
値上がり益の獲得をめざします。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
保有円建て資産について、円売り・米ドル買
いの為替取引を行います（このため、基準価
額は米ドルの対円での為替変動の影響を受け
ます。）。この為替取引を行うにあたっては、
主として外国為替予約取引等を活用します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

東京関連マザーファンド受益証
券を主要投資対象とします。な
お、わが国の株式および不動産投
資信託証券に直接投資すること
があります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所に上場し
ている株式および不動産投資信託
証券を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 
 

  
※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

２期(2016年１月15日) 12,465 0 3.9 86.1 － 9.3 10,687 

３期(2017年１月16日) 11,787 0 △ 5.4 85.3 － 11.8 7,565 

４期(2018年１月15日) 13,966 0 18.5 82.9 － 13.7 5,729 

５期(2019年１月15日) 12,883 10 △ 7.7 83.0 － 13.6 3,475 

６期(2020年１月15日) 15,460 0 20.0 78.7 － 16.7 2,976 
 

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年１月15日 12,883 － 83.0 － 13.6 

１月末 13,559 5.2 83.4 － 13.3 

２月末 13,919 8.0 83.1 － 13.3 

３月末 14,451 12.2 81.6 － 13.5 

４月末 14,218 10.4 81.3 － 13.5 

５月末 13,565 5.3 81.0 － 15.1 

６月末 13,407 4.1 80.7 － 15.6 

７月末 13,825 7.3 79.3 － 16.0 

８月末 13,509 4.9 79.5 － 16.8 

９月末 14,173 10.0 78.6 － 17.1 

10月末 14,512 12.6 78.3 － 17.7 

11月末 15,205 18.0 78.9 － 16.4 

12月末 15,247 18.3 78.0 － 17.0 

(期  末)      

2020年１月15日 15,460 20.0 78.7 － 16.7 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

運用経過
第６期：2019年１月16日～2020年１月15日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 ６ 期 首 12,883円
第 ６ 期 末 15,460円
既払分配金 0円
騰 落 率 20.0％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

基準価額は期首に比べ20.0％の上昇となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米中通商交渉が再開され部分合意に達するなど、米中通商交渉に
対する懸念が後退したことなどを背景に、国内株式市況が上昇し
たことやリート市場が上昇したことに加えて、為替市場で円安・
米ドル高となったことや為替取引によるプレミアム（金利差相当
分の収益）を享受したことなどが、基準価額の上昇要因となりま
した。

上昇要因

米中通商交渉に対する先行き不透明感などから景気減速懸念が強
まったことや、国内企業の2020年３月期第１四半期決算が低調
だったことなどを背景に、国内株式市況が一時的に下落したこと
が、基準価額の一時的な下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・スシローグローバルホールディングス、ＴＯＫＹＯ　ＢＡＳＥ、プロレド・

パートナーズ、オリエンタルランド、チームスピリット
下位５銘柄・・・ＳＧホールディングス、元気寿司、日本航空、クスリのアオキホールディング

ス、ナフコ

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

第６期：2019年１月16日～2020年１月15日

投資環境について

国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2019年８月下旬にかけては、米
中通商交渉に対する先行き不透明感など
から景気減速懸念が強まったことや、国
内企業の2020年３月期第１四半期決算が
低調だったことなどを受けて国内株式市
況は下落しました。
９月上旬から期末にかけては、米中通商
交渉に対する懸念が後退したことや、欧
米での金融緩和姿勢などを受けて、世界
経済悪化への懸念が後退したことなどか
ら、国内株式市況は上昇しました。

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は上昇しました。
期首から2019年10月末にかけては、米
国での利下げなどを背景に国内外の長期
金利が低下し、高い配当利回りが期待で
きるＪ－ＲＥＩＴに対する投資魅力が高
まったことなどから、上昇基調で推移し
ました。11月上旬以降は、米中通商交渉
に対する懸念の後退などから、国内外の
長期金利が上昇したため、やや調整する
展開となりました。

為替市況
米ドルは対円で上昇しました。
米中通商交渉に対する先行き不透明感な
どを背景に、2019年８月末にかけて米ド
ルは対円で下落基調で推移しました。９
月以降は、米中通商協議の進展期待が高
まったことや、英国の欧州連合（ＥＵ）
からの合意なき離脱に対する懸念が後退
したことなどを背景に、リスクセンチメ
ントが改善したことなどから、米ドルは
対円で上昇しました。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン
（米ドル投資型）
東京関連マザーファンド受益証券を通じ
て、わが国の株式、リートなどに投資し
ました。また、保有円建て資産について、
円売り・米ドル買いの為替取引を行いま
した。

東京関連マザーファンド
「東京圏」の経済活性化によって恩恵を
受けることが期待される、「不動産・イ
ンフラ」「交通・物流」「消費・サービ
ス」「観光」などの投資テーマに合致し
た銘柄を選定し、その中から「東京圏」
における売上・収益依存度の高い銘柄や
「東京圏」における今後の売上・収益拡
大期待の高い銘柄を厳選して投資するこ
とにより、値上がり益の獲得をめざしま
した。
組入銘柄は概ね50銘柄から55銘柄程度で
推移させました。株価水準と企業の競争
力や業績の変化などを勘案し、より割安
と判断される銘柄への入れ替えを機動

的・継続的に行いました。当期では既存
店売上高の回復に期待したセリアや展開
エリアでのシェア拡大に期待したクスリ
のアオキホールディングスなど22銘柄を
新規に組み入れました。また、天候不順
による売上高への影響を懸念したユナイ
テッドアローズや消費税増税の売上高へ
の影響などを懸念したヤマダ電機など19
銘柄を全株売却しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第６期
2019年１月16日～2020年１月15日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 5,460

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン
（米ドル投資型）
東京関連マザーファンド受益証券の組入
比率は、引き続き高水準を維持する方針
です。国内株式、リートなどの実質組入
比率についても、概ね90％以上の水準を
維持する方針です。また、保有円建て資
産について、円売り・米ドル買いの為替
取引を行う方針です。

東京関連マザーファンド
「東京圏」の経済活性化によって恩恵を
受けることが期待される、「不動産・イ
ンフラ」「交通・物流」「消費・サービ
ス」「観光」などの投資テーマに合致し
た銘柄を選定し、その中から「東京圏」
における売上・収益依存度の高い銘柄に
投資することで、より高い投資成果達成
をめざしてまいります。
「東京圏」には今後も継続的な人口流入
が見込まれ、東京五輪開催を契機とした
空港、鉄道、道路などのインフラ整備や
国家戦略特区を活用した外国企業や外国
人来訪者の増加なども期待されています。
不動産、鉄道、サービス、小売など多く
の内需関連株の利益の大半は日本の国内
総生産の30％を占める「東京圏」から生
まれています。今後も「東京圏」の経済
活性化が見込まれる中、「東京圏」にお

ける「不動産・インフラ」や「交通・物
流」、「消費・サービス」、「観光」な
どの投資テーマに合致した銘柄選択に注
力する方針です。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

2019年１月16日～2020年１月15日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 236 1.678 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (114) (0.812) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (114) (0.812) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (8) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 24 0.168 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (21) (0.147)
( 投資信託証券 ) (3) (0.021)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 260 1.849

期中の平均基準価額は、14,070円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.68％です。

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.81％

運用管理費用（投信会社）
0.81％

総経費率
1.68％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

○売買及び取引の状況 (2019年１月16日～2020年１月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
東京関連マザーファンド 332,148 473,000 1,059,876 1,516,050 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年１月16日～2020年１月15日) 

 

項 目 
当 期 

東京関連マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 9,348,570千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,851,150千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.42   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月16日～2020年１月15日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 38,887 25,326 65.1 39,519 25,917 65.6 

 
 
 

＜東京関連マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,131 856 20.7 5,216 850 16.3 

投資信託証券 622 80 12.9 643 5 0.8 

平均保有割合 68.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

 

＜東京関連マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
投資信託証券 14 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 5,519千円 
うち利害関係人への支払額（B） 928千円 

（B）／（A） 16.8％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京関連マザーファンド 2,604,269 1,876,541 2,909,577 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年１月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

東京関連マザーファンド 2,909,577 96.4 

コール・ローン等、その他 109,987 3.6 

投資信託財産総額 3,019,564 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 東京関連オープン（米ドル投資型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,895,898,065   

 コール・ローン等 89,026,627   

 東京関連マザーファンド(評価額) 2,909,577,688   

 未収入金 2,897,293,750   

(B) 負債 2,918,969,776   

 未払金 2,876,333,537   

 未払解約金 16,021,589   

 未払信託報酬 26,570,113   

 未払利息 24   

 その他未払費用 44,513   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,976,928,289   

 元本 1,925,542,783   

 次期繰越損益金 1,051,385,506   

(D) 受益権総口数 1,925,542,783口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,460円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,697,652,061円 

期中追加設定元本額 5,308,786円 

期中一部解約元本額 777,418,064円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.5460円です。 

 

○損益の状況 (2019年１月16日～2020年１月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       35,453   

 受取利息 230   

 支払利息 △       35,683   

(B) 有価証券売買損益 549,463,117   

 売買益 861,776,198   

 売買損 △  312,313,081   

(C) 信託報酬等 △   55,220,681   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 494,206,983   

(E) 前期繰越損益金 223,511,664   

(F) 追加信託差損益金 333,666,859   

 (配当等相当額) (    222,950,301)  

 (売買損益相当額) (    110,716,558)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,051,385,506   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,051,385,506   

 追加信託差損益金 333,666,859   

 (配当等相当額) (    222,987,800)  

 (売買損益相当額) (    110,679,059)  

 分配準備積立金 717,718,647   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年１月16日～ 
2020年１月15日 

費用控除後の配当等収益額 51,662,249円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 231,080,379円 

収益調整金額 333,666,859円 

分配準備積立金額 434,976,019円 

当ファンドの分配対象収益額 1,051,385,506円 

１万口当たり収益分配対象額 5,460円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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